
昭 和63 年8 月5 日

あ だ ち 広 報

第795 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120　足立区千住一丁目4- 18　 ( 882) 1111　 編集/ 企画部広報課

人口と面積( 63. 7. 1)
世 帯　235, 666
人 口　640, 069 人
男　324, 835 人
女　315, 234 人

面 積　53. 25k ㎡
人 口密 度　12, 020 人/ k ㎡
〈月2回( 5日、20日) 発行>

道路は まちの 財
産 で す

8 月 10 日 は「道
の 日 」

子どもたちの声が響く路地。自助車
の行き交う幹轢遭路。親水緑道、商店
衝の瀟。区内には、さまざまな道が通
つています。区では、これらの瀟をよ
り広く安全なものにするため、さまざ
まな施策を行つています。8 月10日はr
遭の日」。皆さんも、いつも通うてい
る遭をふり返つてみませんか。

細
街
路
整
備
助
成
事
業
を

ご
存
じ
で
す
か
…

区

内

の

道

路
事

情

足
立
の
ま
ち
の
大
部
分
は

、
道

路
が
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
都
市
化

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め

、
韜
4
㍍

禾
眞
の
道
路
が
区
内
に
約
3
1
2㌔
㍍

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
狹
い
遒
路
は

「
消

防
申
な
ど
緊
急
車
両
が
入
れ
な

い
」
「
震
災
時
の
週
難
が
た
い
へ

ん
」
と
い
っ
た
安
全
性
の
問
題
や

「
風
通
し
が
悪
い
」
「
暘
が
あ
た
ら

な
い
」
な
ど
罟
庄
環
境
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す

。

み
な
し
道
路
の

整
備
費
な
ど
を
助
成

区
で
は
、消
防
活
勣
の
困
難
な

地
域
な
ど
を
解
消
し
、
良
好
な
市

街
地
を
つ
く
る
た
め

、
足
立
区
輻

街
路
整
備
助
改
条
例
(
昭
和
6
0
年
9

月
)
を
制
定
し
ま
し
た
。こ
の
条

例
に
基
づ
い
て
、
区
は
幄
4
㍍
以

上
6
む
以
下
の
範
囲
で
拡
幅
、
新

設
が
必
要
な
路
線
(

細
街
略
計
画

図
)
を
指
定
し
ま
し
た

。
こ
の
計

圃
図
路
線
に
沿
つ
て
燧
葵
、
開
発

な
ど
を
行
う
際
、
拡
嵶
部
分
(
み

な
し
遭
路
)
ま
た
は
新
設
す
る
道

路
の
区
域
や
整
儕
方
法
に
つ
い

て
、
区
と
建
築
主
が
協
議
し

、
略

爾
費
用
の
一
部
を
区
が
助
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

助
成
内
容

▽
路
面
の
舗
装
工
事

▽
略
面
の
俳
水
設
偉
の
工
亊
　

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
お
よ
び
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
の
移
設
工
事

▽
門

塀
の
除
却
工
事

▽
生
垣
お
よ

び
樹
木
の
移
値

▽
測
簫
、
分

筆
、
登
記
な
ど

助

成

申

請

は

建
築
確
認
申
請
前
に

縉
街
路
計
固
図
で
指
定
し
た
路

線
に
沿
っ
て

建
築
物
等
を

燧
て
る
場
合

に
は
、
建
築

礫
認
申
謂
の

前
に
、
そ
れ

以
外
の
場
合

は
、
整
備
着

手
前
に
そ
れ

ぞ
れ
助
成
申

請
し
て
く
だ

さ
い
。◇

こ
の
細
街

路
整
爾
事
業

は
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
椣
み
重
ね
に
よ

つ
て
改
り
立
つ
て
い
く
も
の
で

す
。良

好
な
道
路
は
旭
域
の
貴
鼈
な

財
産
で
す
。

申
騎
・
問
合
せ
先

本
庁
舎・
ま
ち

づ
く
り
課
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

区内には、このような狭い道がまだあります

整備前

整
備
後
―
―
角
切
り
と
拡
幅
で
通
行

し
や
す
く
な
り
ま
し
た

細街路整備の終った所に埋め
られているプ レート

みなし道路とは…

燧
築
棊
翠
法
で
は
、

建
築
物
の
敷
地
は
輜
貝
4

㍍
以
上
の
道
路
に
接

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し

、
こ
の
法
律

が
邏
用
さ
れ
た
時
点

(
昭
和
2
5年
)
で
す
で

に
建
物
が
建
ち
並
ん
で

い
た
嵋
員
4
㍍
未
臈
の

遒
が
、
区
内
に
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
輻
貝
口

以
上
4
㍍
禾
満
の
も
の

で
特
定
行
政
庁
(
区
長
)

が
指
定
し
た
も
の
を

「
み
な
し
道
路
」
と
い

い
ま
す
。

こ
の
道
の
中
心
線
か

ら
2
㍍
の
範
囲
は

、
法

律
上
の
遭
路
と
見
な
さ

れ
る
の
で
、
敷
地
面
積

に
入
ら
ず

、
新
し
く
建

物
や
門
、
塀
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

。

汚
す
ま
い

き
れ
い
な

道
路
が
ま
ち
自
慢
道 路 を
守 る 月間

8
月
1
日
か
ら
3
1
日
は
、「
道
路

を
守
る
月
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
保

ち
、皆
さ
ん
に
道
路
を
よ
り
広
く
、

美
し
く

、
安
全
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
行
つ
て
い
ま
す
。

道

路

は

決
ま
り
を
守
っ
て

区
で
は
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬

の
三
響
察
の
協
力
で
遊
路
に
物
を

置
く
な
ど
悪
質
な
遒
路
使
用
者
に

対
し

、撒
去
の
注
意
・
警
告
を
し

。

正
し
い
道
路
利
用
を
指
導
し
て
い

ま
す

。
遭
路
に
置
か
れ
た
商
品
、

自
勳
販
充
機
、
置
看
板
等
は
、
道

幅
を
狹
く
し

、
通
行
を
妨
げ
、
危

険
で
あ
る
と
と
も
に
街
の
美
観
を

攅
ね
ま
す
。
ま
た
、
迷
惑
駐
車
や

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
交

通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
か
ら
な
く
そ
う

放
置
自
転
車

駅
前
や
パ
ス
停
、
店
先
等
の
歩

道
は
す
ぐ
に
自
転
車
で
一
杯
に
な

り
ま
す
。こ
れ
は
、「
ち
ょ
つ
と
の

間
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う

」と
か
屈

の
人
も
置
い
て
い
る
か
ら
い
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
、
一
人
ひ
と
り
の

勝
手
な
行
勣
が
大
重
の
放
置
自
転

車
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
放
置

自
転
申
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

日
除
け・

看
板
は
許
可
を

日
除
け
、
肴
板
な
ど
を
設
獵
す

る
た
め
、
逎
路
を
交
通
の
目
的
以

外
に
使
用
(
占
用
)
す
る
場
合
、

道
路
法
。
道
路
交
通
法
の
基
準
に

あ
っ
た
も
の
に
限
り
許
可
か
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
使
用
に
際
し
て
は
、

亊
前
に
申
請
し
て
道
路
の
使
用
許

可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
路

政
課
(
　
8
8
0
5
2
3
1
)
、千
住

薯
察
齧
(
　
膠
0
1
1
0
)
、西

新
井
書
察
署
(
　
8
5
2
0
1
1
0
)

、綾
瀬
響
察
署
(
　
6
2
0
0
1
1
0
)

い
ず
れ
も
交
通
課

一 人 ひ と り の 注 意 で 、 広< 、安 全 な 道 路 に し ま し ょ う

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で

ま
ち
が
結
ば
れ
る

補
助
川
号
線
お
よ
び
東
武
伊

勢
崎
線
と
交
差
す
る
補
助
2
5
8号

線
の
立
体
交
差
工
事
が
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
方
式
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
が
完
成
す
る
と
、

栗
原
二
丁
目
と
栗
原
四
丁
目
が

結
ぱ
れ
ま
す

。

地
下
に
人
つ
て
い
る
距
離
は

圓
㍍
。
こ
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
方

式
に
よ
る
立
体
交
差
は

、
区
道

で
は
も
ち
ろ
ん
朷
め
て
の
試

み
。
東
西
の
街
の
交
流
が
一
層

す
す
む
と
、
地
元
の
皆
さ
ん
も

熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

足
立
に
ま
た
一
つ
、
新
し
い

道
が
誕
生
し
ま
す
。

お
待
た
せ
し
ま
し
た

グラ
フ
あ
だ
ち
No. 18

8
月
1
0日
発
刊

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
芻
(
N
o
.
1
8
)

を
発
刊
し
ま
す
。
表
紙
は
ソ
ウ

ル
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
代
畏
の

浅
井
え
り
子
さ
ん
に
登
場
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
号
は
、
区
内
の
「
道
」を

特
集
し
、さ
ま
ざ
ま
な
道
の
姿

と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

8
月
1
0日
か
ら
町
会
こ
と
に

配
布
し
、
回
覧
を
お
頤
い
し
ま

す

。
ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
、

区
民
事
務
所
の
窓
囗
や
広
報

課
、
情
報
公
閲
課
(
本
庁
舎
・

中
央
本
町
庁
舎
)
で
無
料
配
布

し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
N
o
.
1
8
表
紙

の
浅
井
え
り
子
さ
ん

装いも新た に 「 リ ブ ・ イン」発行

8
月
上
旬
か
ら

全
世
帯
に

(
旧
く
ら
し
の
便
利
帳
)

2
年
前
に
お
届
け
し
ま
し
た

「
く
ら
し
の
便
利
帳
別
」の
改

訂
版
「
リ
ブ
・
イ
ン
=
リ
ビ
ン
　

グ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
区
内
で
楽
し
め
る

各
施
設
や
公
園
な
ど
を
カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
内

容
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
し
た

。こ
の
「
リ

ブ
・
イ
ン
」は
、
1
年
お
き
の

発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
、
ご
活
用
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
高
齡
者

事
業
団
に
よ
り
、
8
月
2
0日
ご

ろ
ま
で
に
各
冢
庭
へ
お
届
け
し

ま
す
。

問合せ先 本庁舎・広報係 882- 111K 代)

選
挙
一
ロ
メ
モ

三ない運動
足立区長選挙
9 月11 日

コ
ニ
な
い
邏
勳
」
と
い
う
膤

葉
が
あ
り
ま
す

。「
三
な
い
」
と

は

、「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い

、

受
け
取
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

公
職
選
挙
法
で
は
、
公
職
の

侯
補
者
、
公
職
の
侯
禰
者
と
な

ろ
う
と
す
る
者
等
は
、
選
挙
区

内
に
い
る
人
に
対
し

、
い
か
な

る
名
義
で
あ
っ
て
も
寄
附
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま

す
。ま

た
公
職
に
あ
る
者
や
候
禰

者
等
に
対
し
て
寄
附
の
勳
誘
や

要
求
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
ぺ
三
な
い
運
勳
」と

は
、こ
の
寄
附
禁
止
の
規
定
に

よ
っ
て
蔡
止
さ
れ
て
い
る
行
為

を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い

う
運
勳
な
の
で
す
。

A
選
挙
管
理
委
員
会
V



昭 和63 年8 月5 日 あ だ ち 広 報 第795 号 ( 2)

育
て
よ
う

あ
だ
ち
の
緑

苗木をさしあげます
個人・団 体配布

申込みはハガキで

足
立
区
を

〝み
ど
り
豊
か
な
ま

ち
〟

に
す
る
た
め
に

、
区
で
は
、

次
の
と
お
り
苗
木
の
個
人
配
布
お

よ
ぴ
団
体
配
布
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
佃
人
配
布
に
つ
い
て
も
(

ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み
に
な
り

ま
し
た
の
で

、ご
注
意
く
だ
さ
い

。

□
個
人
配
布

配
布
日
程
・
会
場

畏
―
の
と
お

り
苗
木
の
橦
類

梅
(
豊
後
)
、き
ん

も
く
せ
い

、
さ
ぎ
ん
か
の
3

種

類

。
高
さ
0
.
9㍍

配
布
予
定
総
本
数
7

千
鋤
本

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
個

人
苗
木
配
布
希
望
」と
明
記
し
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
　

單
す
る
樹
種
を
2
種
、配
布
　

会
場
名
を
記
入

申
込
期
限
8

月
3
1日
消
印
有
効

□
団
体
配
布

苗
木
の
種
類
と
配
布
本
敵

喪
2

の
と
お
り
(
配
布
時
の
大
き
さ

は
、こ
の
表
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
)

配
布
対
霞

区
内
の
町
会
・
自
治

会
等
各
種
団
体
(
た
だ
し
、
宗

教
・
政
治
団
体
は
除
く
)

申
込
力
法

官
製
(
ガ
キ
に
、団

体
名
、代
表
者
名
、住
所
。電
話

番
号
、
希
望
す
る
樹
種
お
よ
ぴ

本
歉
を
記
入

※
樹
種
・
本
数
に
つ
い
て
は

、
若

干
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で

、
ご
了
承
顏
い
ま
す
。

ま
た

、
配
布
日
・
会
場
に
つ
い

て
は

、
別
途
連
絡
し
ま
す

。

申
込
期
限
8

月
2
5日
消
印
有
効

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
本
庁
舎
・

緑
化
係
　
8
8
2
-
1
1
1

㈹

表1 個人配布

表2 団体配布( 都・緑化地区指定用苗木) 苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

赤
ち
や
ん
の
誕
生

新
築
を
記
念
し
て

区
で
は
、
誕
生
記
念
樹
と
釿
築

値
樹
奨
励
用
苗
木
を
配
布
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
で
、
ま
だ
、
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

左
記
の
要
價
で
、
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

□
誕
生
記
念
樹

お
子
さ
ん
の
誕
生
を
祝
福
し
。

配
念
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

対
象

昭
和
6
3年
2
月
以
降
に
お

子
さ
ん
が
艇
生
し
、引
き
続
き

区

内

に

お

住

ま

い

の

方

苗

木

の

魯

期
(
)

内

は

高

さ

。

紅
梅
(
0
.
9
㍍
)
、八
S
桜
(
1
.
2
㍍
)
、

さ
ざ
ん
か
(

1
.
5
㍍
)
、か
き
(
2
.
1
　

愆
、い
ち
ょ
う
(
‥
‥
)
㍍
)
、黒
竹
　

(
1
.
5㍍
)

、
き

ん

も

く

せ

い
(
0
.
9
　

㍍
)

配

布

本

数

右

記

の

樹

槽

よ

り
1
　

本

申

込

方

法

所

定

の

申

込

ハ

ガ

キ

、ま

た

は

官

裂
(

ガ
キ

に
「
艇

生
配
念
樹
希
望
」
と
明
記
し
、

保
霞
者
の
住
所
・
氏
名
、電
話

番
号
、子
ど
も
の
名
前
、
生
年

月
日
、
希
望
苗
木
を
配
入

柬
各
苗
木
の
大
き
さ
の
半
分
程
度

を
ご
希
望
の
方
は
、(
ガ
キ
に
そ

の
旨
を
配
入
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
予
定
1
0
月
中
旬

□
新
築
植
樹
奨
励
用
苗
木

対
象

昭
和
6
3年
2
月
以
降
に
2
0
0
　

平
方
㍍
以
上
の
敷
地
に
新
築
ま

た
は
増
改
築
さ
れ
た
方

配
布
す
る
苗
木

譲
り
葉
(
高
さ

0
.
9㍍)
、
爾
天
(
高
さ
0
.
5㍍)

※
配
布
時
の
大
き
さ
と
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

。

配
布
本
数

右
記
の
樹
種
を
各
1
　

本
ず
つ
計
2
本

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
(

ガ

キ
ま
た
は
官
製
(

ガ
キ
に
「
新

築
榲
樹
奨
励
用
苗
木
希
望
」
と

明
記
し
、
新
築
場
所
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

配
布
予
定
1
0

月
中
旬

※
配
布
日
時
、珊
所
に
つ
い
て
は

、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
期
限

い
ず
れ
も
8
月
3
1日

消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
本

庁
舎
・
緑
化
係

唹
1
1
1
1

㈹

苗木が育った工場の中庭

オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
準
備
等
に
よ
る

図
書
館
休
館
の
お
し
ら
せ

区
立
図
書
館
で
は
、
中
央
図
書

館
と
1
3地
斌
図
S
館
を
相
互
に
回

練
で
結
ぷ
図
S
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
の
導
入
凖
潸
を
行
つ
て

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ーシ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
と
、
1
枚
の
カ
ー
ド
で
一

部
の
館
を
除
き
、
全
1
4館
の
本
が

ど
こ
か
ら
で
も
借
り
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
を
借
り

に
行
つ
た
館
以
外
の
図
書
館
の
図

喬
情
報
な
ど
も
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
準
偉
等

の
た
め
に
、
左
表
の
日
程
で
図
書

館
を
休
館
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
S
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
図
黔
館

8
4
0
4
6
4
6

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い

図
書
館
ヘ
―

特別整理および オンライン化のための休館日程

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
と
差
別

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
檜
利
と
し

て
、
憲
法
に
保
陣
さ
れ
て
い
ま

す
が
、現
爽
の
社
会
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
差
別
が
あ
り
ま
す
。

婦
人
問
題

女
性
は
、
就
職
の
際
に
、
門

戸
が
せ
ぱ
め
ら
れ
て
い
た
り
、

農
職
し
て
か
ら
も
、
女
性
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
昇
進

や
紿
料
に
差
が
あ
る
と
い
う
場

合
が
焉
実
に
あ
り
ま
す
。

国
逓
で
は
、1
9
7
5
年

(
昭
和
R
年
)
を
国
際
婦
人
年
と

し
、
世
界
行
勦
計
圃
を
定
め

、

男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

ま
た
性
に
よ
る
差
別
の
蔡
止

と
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
女
性

の
参
加
を
う
た
っ
た
「
女
子
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別

の
撒
廃
に
関
す
る
条
約
」
が
1
9
7
9

年
(
昭
和
5
4年
)
国
連

で
採
択
さ
れ
ま
し
た

。

日
本
も
、
昭
和
6
0
年
に
こ
れ

を
批
准
し

、
翌
年
に
は
、
い
わ

ゆ
る
『
男
女
層
用
機
会
均
等

法
』
を
制
定
し
ま
し
た

。

障
害
者
の
問
題

心
身
に
陣
害
を
も
つ
人
が
、

い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。
障
害
が
い

か
に
重
く
て
も
、
人
関
と
し
て

の
尊
厳
は
少
し
も
撰
わ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
な
が
ら

に

、
そ
の
人
格
と
生
命
は
最
大

限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
考
え
に
立
ち
、
国
連
は

障
書
を
持
つ
人
た
ち
が
、
社
会

へ
の

〝完
全
参
加
と
平
等
〟

を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に

、1
9
8
1

年

(昭
和
5
6
年
)
を
国
際
障
害
者

年
と
定
め

、
「
国
際
障
害
者
年

行
勳
計
画

」
を
決
議
し
ま
し

た
。そ

し
て

、1
9
8
3

年
(
昭

和
5
8
年
)
か
ら
1
9
9
2

年
(
昭

和
6
7年
)
を
「
障
害
者
の
1
0年
」

と
定
め
、国
遲
加
盟
国
に
対
し
、

障
害
者
対
策
の
推
進
を
強
く
要

請
し
ま
し
た
。

国
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
1
2

月
9
日
を
「
嘩
害
者
の
日
」

と
足
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
婦
人
や
障
春
者
の

問
題
に
共
通
す
る
差
別
の
問
題

は

、
人
権
と
深
い
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。

同
和
問
弯
も
、
こ
の
差
別
の

問
弯
な
の
で
す

。

◎
同
和
間
笥
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ

。

く
ら
し

の
情

報

福

祉

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
児
童
助
成
係
に
申
脾
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
揖
(
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
未
満
)

で
次
の
い
ず
れ
か
の
状
熊
に
あ

る
児
童

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
観
が

死
亡

▽
父
観
が
生
死
不
明

▽
父
観
に
1

年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る

▽
父
観
が
法
令

に
よ
り
1
年
以
上
拘
禀
さ
れ

て
い
る

▽
父
観
が
い
な
い

(
母
観
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
髏
胎
し
た
児
童
で
、
父
観

か
ら
肥
知
さ
れ
て
い
な
い
)
　

▽
父
観
が
重
度
の
陣
害
(
身

体
皿
害
者
手
帳
1
・
2
級
程

度
が
該
当
)

支
紿
制
限

次
に
該
当
す
る
方

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▽
所
痔
が
制
限
額
以
上
の
方

▽
公
的
年
金
を
受
紿
し
て
い

る
方

▽
児
童
が
父
母
の
死

亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受

紿
し
て
い
る
場
合

、
あ
る
い

は
加
紿
対
象
と
な
っ
て
い
る

場
合

▽
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合

手
当
月
額

▽
児
童
1
人
・・・
全
額
支
給
3
　

万
4

千
円
、
一
部
支
給
制
限

2
万
2

千
濶
円

▽
2
人
目

は
5

千
円
、3
人
目
以
降
は

2
千
円
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で
心
身
に
S
度
お

よ
び
中
度
の
陣
害
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

▽
精
神
薄
弱
で
愛
の
手
帳
I
　

～
3
度
程
度

▽
身
体
障
曾

で
身
体
嘩
害
者
手
幔
1
1
3
　

級
程
度

支
紿
制
眼

次
に
該
当
す
る
方

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▽
所
得
が
限
厦
額
以
上
の
方

▽
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
紿
し
て
い

る
場
合

▽
児
童
が
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合

手
当
月
額

▽
S
度
…
4
万
1
千
窈
円

▽
中
度
…
2
万
7
千
嗔
円

□
手
当
受
給
中
の
方
ヘ

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、8

月
H
日
か
ら
9
月
1
0日
ま
で
に

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義

筋
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。8
月

の
初
め
に
お
送
り
す
る
お
知
ら

せ
に
提
出
期
関
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
内
に

届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
ま
せ

ん
と
、こ
れ
か
ら
の
手
当
の
支

給
が
渟
止
さ
れ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

笳
一
1
1
1
1
㈹

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

今
月
は
定
例
払
月

特
別
陣
富
者
手
当
、陣
害
児

碼
祉
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過

揩
置
分
)
受
給
者
の
方
に
、
今

月
1
0日
ご
ろ
、
指
定
し
た
金
融

機
関
に
福
祉
手
当
を
振
込
み
ま

す
。
預
金
通
幔
と
印
か
ん
を
お

持
ち
に
な
っ
て
支
払
い
を
受
け

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
陣
害
福

祉
係
　
8
2
1
1
1
1
㈹

心
身
障
害
児
を

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に

招
待

区
内
の
心
身
陣
害
児
の
皆
さ

ん
を
、
バ
ス
で
「
む
さ
し
の
村

」

へ
ご
招
待
し
ま
す
。

曰
程
8

月
2
3
日

対
象

区
内
在
住
の
知
惠
遅
れ

の
児
童
(
1
8
歳
未
崗
)
と
保

霞
者

申
込
期
陂
8

月
1
5日

申
込
先

足
立
区
チ
を
つ
な
ぐ

観
の
会
連
合
会
(
台
　
8
8
7
　
1
8
6
3
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
陣
售
福

祉
課
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

作
業
を
希
望
の
方

ご
利
用
く
だ
さ
い

千
住
元
町
授
産
場

千
住
元
町
授
産
場
で
は
、
現

在
定
貝
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
簡
単
な
作
巣
を
希
望
す
る

方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方
は
就
職
の
困

難
な
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

で
す
。

▽
叨
綫
以
上
の
方

▽
生
計

の
困
雛
な
方

▽
そ
の
他
区

長
が
適
当
と
認
め
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
元
町

授
産
場
　
8
8
1
5
5
4
8

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(中
級
)
養
成
講
習
会

日
程
9
月
2
日
1
1
2
月
1
6
　

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
(
全
1
5
　

回
)

蝿
所

西
峻
瀬
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ホ
ー
仙
2
階
会
議
室

対
象

次
の
2
つ
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
方

①
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

r
朗
読
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

或
講
座
」
朷
級
修
了
者
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
実

力
を
持
つ
方

②
現
在
、
区
内
で
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
勳
を
し
、
講
習
会

修
了
後
も
継
続
で
き
る
方

定
員
2
0

人
(
先
讐
順
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
等
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、

郵
便
番
号
、
庄
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
集
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

竿
数
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勳

内
容
(
・具
体
的
に
)
を
明
配

申
込
期
限
8

月
1
0日
消
印
有

効
申
込
先

杠
会
硼
祉
協
鵬
僉

(
〒
吻一
千
住
J
-
4

↓
鏐

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
協

艤
会
(
　
醐
1
5
5
0
)

へ
。

お
し
らせ

仕

事

を

引
き
受
け
て
い
ま
す

高
齡
者
事
業
団

高
齢
者
事
業
団
は
、
こ
れ
か

ら
の
高
齡
化
社
会
に
こ
た
え
る

た
め
、
高
齡
者
の
豊
か
な
経
験

と
能
力
を
生
か
す
こ
と
を
目
的

に
、
高
齡
者
が
会
員
と
な
っ
て

つ
く
ら
れ
た
公
共
的
な
団
体
で
す
。

高
齢
者
事
業
団
で
は
'
K

の

よ
う
な
仕
亊
を
引
き
受
け
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
種
類

▽
一
般
事
務
・

毛
筆
・
ペ
ン
あ
て
名
s

き

(
案
内
状
・
表
彰
状
な
ど
)
　

▽
大
工

▽
塗
装

▽
ふ
す

ま
・
障
子
の
張
善
え

▽
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
灣
掃

▽
草

取
り
な
ど
塵
内
外
の
軽
作
業

▽
龠
車
な
ど
の
施
設
や
資
材

の
管
理

▽
作
業
所
で
の
内

職
仕
事
な
ど

そ
の
ほ
か
、
短
期
的
・
臨
時
的

仕
事
も
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

□
会
員
募
集

ま
た
、蒿
齡
者
亊
業
団
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

区
内
在
住
の
、
お
お

む
ね
6
0
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
憲
欲
の
あ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

高
齡
者
事

業
団
　
8
5
9
2
5
6
1
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お
と
し
よ
り
の
方
ヘ

福
祉

あ

ん

な
い

「
お
と
し
よ
り
の

手
引
」
を

配
布

し
て
い

ま
す

区
で
は
、
6
5
歳
以
上
の
お
と
し

よ
り
の
い
る
世
帯
を
対
象
に
、「
お

と
し
よ
り
の
手
引
-
充
実
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
I

」
を
、
高
齢

者
事
業
団
の
会
員
を
通
じ
、
配
布

し
て
い
ま
す
。
配
布
が
終
わ
る
の

は
、
8
月
2
0日
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

お
と
し
よ
り
の
手
引
に
は
、
区

で
行
つ
て
い
る
お
と
し
よ
り
を
対

象
と
し
た
事
業
の
ほ
か
、「
悪
徳
商

法
に
ご
用
心
」
な
ど
、
お
と
し
よ

り
の
生
恬
に
関
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。。

ま
た
、
お
と
し
よ
り
を
蒙
庭
で

介
護
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、「
介

護
読
本
」
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
の
手
引
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福
祉

係
　

靦
1
1
1
1

㈹

「おとしよ りの手引」
おとしよりの生活情報がいっぱい

老
人
福
祉
手
当

の
お
支
払
い

昭
和
6
3年
8
月
期
分
の
老
人
福

祉
手
当
を
、
8
月
2
5日
ご
ろ
受
給

者
の
み
な
さ
ん
の
囗
座
へ
振
込
み

ま
す
。
区
に
お
届
け
の
金
融
機
関

で
受
け
取
つ
て
く
だ
さ
い
。

□
申
請
し
て
い
な
い
方
へ

6
5歳
以
上
で
、
6
ヵ

月
以
上
ね

た
き
り
・、
ま
た
は
老
人
性
痴
呆
に

よ
り
常
時
介
助
お
よ
び
番
護
を
必

要
と
す
る
方
で
、
現
在
、
在
宅
も

し
く
は
入
院
し
て
い
る
方
に
。
老

人
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法

次
の
も
の
を
持
参
し

て
窓
口
へ

▽
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
貯
金
を
除
く
)

▽
印
か
ん

▽
入
院
証
明
書
(
入
院
の
場
合

の
み
)

□
受
給
者
の
方
へ

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
設
入
所
・
死
亡
・
転
出
等

で
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と

き

▽
ね
た
き
り
の
状
態
が
回

復
し
た
と
き

▽
口
座
番
号
・

住
所
等
届
出
亊
項
に
変
更
が
あ

つ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
魯

者
手
当
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老

人
福
祉
係

き
　
1
1
1
1
㈹

8
月
は

老
齢
福
祉
年
金

の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
8

月
1
1
1
1
日
(
木
)
か
ら
で
す
。

今
回
も
、
年
金
額
改
定
差
額
分

の
「
特
別
証
書
」
を
定
時
届
に
同

封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

郵
便
笳
で
年
金
を
受
け
と
る
と

き
は
、「
特
別
証
奮
」
と
『
年
金
証

書
』
(緑
色
の
手
帳
)
を
一
緒
に
持

参
し
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
・
国
　

民
年
金
課
給
付
係
　
8
8
0
5
1
6
1

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央本町保健相談所　880- 5351

自転車も車両です
交通ルールを

守りましょう

交通安全シグナル( 2)

賈
い
物
に
、
通
勦
・
通
学
に

便
利
な
自
転
車
。
こ
の
自
転
車

も
気
を
つ
け
な
い
と
亊
故
の
も

と
。
接
触
事
故
や
衡
突
事
故
が

後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

昨
年
、
足
立
区
で
発
生
し
た

自
転
車
の
事
故
は
6
7
5件
で
、
前

年
に
比
べ
1
2
6件
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
転
車
事
故
の
原
因
と
し
て

は
一
時
停
止
・
安
全
確
認
な
ど

を
怠
る
、
信
号
無
視
な
ど
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨

の
日
に
傘
を
さ
し
た
り
、
賈
い

物
袋
を
さ
げ
る
な
ど
片
手
運
転

で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
も
事

故
を
ま
ね
い
て
い
ま
す
。

自
転
卑
も
道
路
を
走
る
車
両

で
す
。
交
通
ル
ー
ル
は
正
し
く

守
り
ま
し
ょ
う
。

A
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
讐
察

薯
V

口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す

特別区・都民税

国民健康保険料

国民年金保険料

特
別
区
・
都
民
税

。
国
民
健
康

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す

。

各
納
期
ご
と
に
あ
な
た
の
預
金
口

座
か
ら
自
勳
的
に
納
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
手
間
が
省
け
、
現
金
を
持

ち
歩
か
な
い
た
め
安
全
で
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ
る

銀
行
、
信
用
金
廩
、
信
用
組
合

、

農
協
の
窓
口
へ
、
次
の
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

。

▽
預
金
通
帳
と
そ
の
印
か
ん

▽
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
中
央
本
町

庁
舎

▽
特
別
区
・
都
民
税
・
・
・
納
税
課
　

収
納
係
(
　
8
8
0
5
1
0
9
)
　

▽
国
民
健
康
保
険
・
・
・
国
民
健
康
　

保
険
課
収
納
眥
理
係
(
　
8
8
0
5

1
3
3
)
　

▽
国
民
年
金
…
国
民
年
金
課
記
　

録
係
(
　
8
8
0
5
1
5
1
)

保

険

料

を

納
め
ら
れ
な
い
方
ヘ

年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
嘴
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料

免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
(
中

央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は
、
お
近

く
の
区
民
事
務
所
へ
印
か
ん
・

国
民
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
中
央
冰
町
庁
舎
・
記
　

録
係
　
8
8
0
5
1
5
1

心
掛
け
ま
し
ょ
う

受
水
槽
の
衛
生
管
理

大
き
な
建
物
(
ビ
ル
。マ
ン
シ

ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、
訶
院
な
ど
)

で
は
、
水
圧
の
関
係
で
水
道
の
水

は
3
階
以
上
に
は
上
が
り
ま
せ

ん
。そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
建
物
で

は
受
水
槽
と
い
う
タ
ン
ク
に
一
度

水
を
た
め
て
か
ら
利
用
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
、
一
度
受
水
槽
ヘ

入
つ
た
水
は
、
利
用
者
へ
安
全
に

裝
給
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
衛

生
管
理
が
必
要
で
す
。

建
物
の
所
有
者
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
飲
み
水
の
衛
生
管
理
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
受
水
槽
は
1
年
に
I
回
定
期
的

に
膺
掃
し
ま
し
ょ
う

▽
受
水
槽
の
周
囲
に
薬
品
や
油
等

を
置
く
の
は
、
汚
染
の
も
と
で

す
。
別
の
場
所
に
置
き
ま
し
ょ

う
▽
管
理
者
以
外
の
人
が
マ
ン
ホ
ー

ル
を
開
け
な
い
よ
う
に
、
カ
ギ

を
か
け
ま
し
ょ
う

▽
定
期
的
に
受
水
槽
を
み
て
、
汚

れ
具
合
や
配
管
の
先
端
の
防
虫

網
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

な
お
、
有
効
容
量
が
1
0立
方
㍍

(
1
0ど

を
超
え
る
受
水
槽
の
場

合
は
、
所
有
者
が
保
健
所
へ
届
出

を
し
、1
年
1
回
検
査
機
閲
(
厚

生
大
臣
指
定
)
に
依
頼
し
て
検
査

を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

く
ゎ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
、

千
住
保
健
所
の
環
境
衛
生
担
当
ま

で
。

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
2
回
墨
東
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
1
0
月
2
日
百
)
/

江
戸
川
河
川
敷
北
小
岩
邏
勳
場
～

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
/
健
康
な
ア
マ
チ
ュ
ア
で
区

内
在
住
・
在
助
者
優
先
/
1
3
種

目
2
千
8
8
0
人
/
8
月
3
1
日
ま
で

受
付
(
先
售
順
)
/
く
わ
し
く

は
N
T
T

墨
田
支
社
「
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局
」(
　
翻
2
0
2
8
)

へ

☆
藤
華
会
牽
展
き
め
こ
み
人
形

作
品
震
9
月
1
0
・
1
1
1
日
、午

前
1
0
時
I
午
後
6
時
官
日
は

5
時
ま
で
)
/
西
新
井
区
民
ホ

ー
ル
(
無
料
)
/
▽
松
藤
豐
8
5
2

☆
ポ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ

じ
さ
い
、不
用
品
受
付
塲
所
の

変
更
8
月
4
日
か
ら
/
西
新

井
大
師
前
中
田
ビ
ル
2

階
社
会

福
祉
協
膳
会
分
室
/
▽
千
葉
　

Ⅲ
7
3
9
7

=
募

集
=

☆
組
み
ひ
も
教
室
(
琴
路
会
)

毎
週
木
曙
日
、午
前
1
0
時
～
正

午
/
勦
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬
ブ

ル
ミ
エ
内
)
/
月
額
3
千
円
/

▽
石
井
　
8
7
0
2
5
8
0

☆
ヨ
ー
ガ
同
好
会
毎
週
土
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0
円
/

▽
細
矢
　
8
8
3
5
7
0
5

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ー
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ク
ー
フ
ブ
毎
週
金
曜
日
、午

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
大
東
京

火
災
ピ
ル
3
階
(
竹
の
筱
三
丁

目
)
/
入
会
金
3
千
円
、月
額

3
千
円
/
▽
串
崎
　
8
8
0
6
1

☆
ソ
シ
ア
ル
フ
レ
ン
ド

社
交

ダ
ン
ス

ー
エ
ア
ロ
ピ
ク
ス

ー
テ

ニ
ス
を
区
の
施
設
を
使
つ
て
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
/
月

額
2
千
円
/
▽
友
本
さ
8
8
0
0

☆
女
性
と
子
ど
も
の
将
棋
教
室
　

女
性
(
区
内
在
住
・
在
動
)
…

毎
週
火
曜
日
、午
後
1
時
～
8

時
、子
ど
も
(
区
内
小
学
生
)
…

毎
週
土
躍
日
、午
後
2
時
I
4

時
/
正
和
将
棋
ク
ラ
ブ
(
千
住

柳
町
)
/
女
性
・
:
月
額
2
千
円
、

子
ど
も
・
・
・
無
料
/
∇
宮
本
　

8
8
2
4
0
8
3

☆
少
年
野
球
選
手
・
西
新
井
ク

ラ
ブ
土
(
午
後
)
・
日
曜
・

祝
日
/
小
学
2
年
～
中
学
2
年
/

▽
江
囗
眥
8
5
6
2
1
8
7

☆
心
の
病
の
家
族
相
談
室
毎

週
月
疆
日
、午
後
1
時
I
4
時
/

足
立
区
精
神
障
害
者
の
家
族

会
事
務
所
(
梅
島
二
丁
目
)
/

▽
あ
し
な
み
会
事
務
局
　
脇

☆
大
正
琴
愛
好
会
毎
月
第
2

・
4
月
曜
日
、午
後
1
時
～
3

時
/
竹
の
狠
第
三
団
地
集
会
所
/

ミ
セ
ス
と
4
0
代
以
上
の
方
/

入
会
金
千
円
、丹
額
3
千
円
/

▽
糸
山
　
2
6
7
1
0
9
1

☆
ジ
ャ
ズ
健
康
体
操
さ
ざ
な
み

会
毎
週
月
躍
日
、午
前
1
0
時

～
1
1
時
3
0
分
/
西
伊
興
セ
ン
タ

ー
/
朷
心
者
、
中
高
年
の
方
、
大

歓
迎
/
入
会
金
2
千
円
、
毎
回

沺
円
/
▽
佃
　
8
5
5
3
8
5
5

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
月
4
回

(
お
も
に
土
・
日
)
、午
後
7
時

3
0
分
～
9
時
3
0
分
/
南
花
畑
住

区
セ
ン
タ
ー
/
朷
心
者
歓
迎
/

月
額
千
沺
円
/
▽
会
田
　
8
8
5

☆
創
作
龠
晒
サ
ー
ク
ル
(
木
の

芽
会
)
毎
月
第
2
・
4
木
曜

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
保
筱

セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
歓
迎
/
月

額
千
沺
円
/
▽
前
田
　
8
5
0
4

9
4
7
(

夜
間
)

☆
花
畑
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
毎
週
土
曙
日
、午
後

2
時
～
5
時
/
公
団
花
畑
団
地

西
集
会
所
/
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏

の
経
験
の
あ
る
方
歓
迎
、初
心

者
も
可
/
月
額
千
円
/
▽
木
村
　

8
5
9
5
2
4
6

掲示
板

□

足

立

新

田

高

校

公

開

講

座

▽

第
1

回
・
・・
8

月
6

日
(

土
)

、

万

業

集

に

親

し

む

▽

第
2

回

…
8

月
2
0
日
(

土
)

、

夏

の

星

座

▽

第
3

回
・
・
。8
月

缸

日
(

日
)

、

身

の

ま

わ
り

の

科

学

▽

第
4

回
・
・・
8

月
2
7
日
(

土
)

、

七

宝

焼

▽

第
5

回
・
・・
8

月
2
8
日
(

日
)

、

酵

素

と

発

酵

▽
第
6
～
1
0
回
…
9
月
9
・
1
6
・
　

3
0
日
、1
0
月
7
・
1
4
日
、健
　

康
体
操
①
～
⑤

※

時

間

は

、
第
―

・
3
8
5

回

は

午

後
1

時
～
4

時

。
そ
の

他

の

回

は

午

後
6

時
1
9

時

。

定

員

各

講
座

と

も
3
0
人
(

七

宝

焼

の

み
1
0
人
)

費

用

無

料
(

た

だ

し

、
七

宝

焼
の
み
材
料
費
自
己
負
袒
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

、

希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限

各
講
座
日
の
1
週

閧
前
必
籥
(
第
1
・
2

回
は

当
日
ま
で
申
し
込
み
可
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

新
田
高
校
(
〒
圀
新
田
2
-
1
0
1
1
6
　
9
1
4
4
2
1
1
)

□
節
水
等
相
談

▽
水
遭
移
勳
相
談
車
に
よ
る
水

道
な
ん
で
も
相
談
・
:団
地
、

町
内
会
、
学
校
な
ど
を
対
象

に
、
集
会
所
な
ど
へ
出
向
き

ま
す

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
水
遭

笳
広
報
諜

魯
2
1
2
6
7
9
6

▽
節
水
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

猖
0
3
5
4

□
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
と
同
等
の
資
格

が
得
ら
れ
る
認
定
試
験
で
す

。

対
象

痾
気
な
ど
や
む
を
槲
な

い
理
由
で
、
就
学
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
等
で
、義

務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ

た
方

試
験
曰
1
1
月
1
1
1
日
(
金
)

試
験
塲

都
立
敵
育
研
究
所

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、数

学
、
理
科
、
外
国
語
(
英
語

ま
た
は
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
)

願
書
受
付
期
間
8

月
8
日
～

9
月
7
日

願
書
受
付
鳩
所

都
・
教
育
庁

義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

問
合
せ
先

鄰
・
教
育
庁
義
務

教
育
心
身
障
書
教
育
課
小
中

学
校
係
　
2
1
2
5
1
1
1
　

㈹
、
ま
た
は
、
区
・
本
庁
舎

学
亊
第
一
係

・
　眤
1
1
1
　

・
1
㈹

□
8
月
は
個
人
事
業
税
第一
期

分
の
納
期
で
す

納
税
通
知
書
を
8
月
中
旬
ま

で
に
お
届
け
し
ま
す
ゐ
で
、お
近

く
の
金
融
機
関
ま
た
は
都
税
事

務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い

。

こ
の
税
金
は
、固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
と
と
も
に
便
利
な

口
座
振
替
納
税
が
利
用
で
き
ま

す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

8
8
2
2
1
1
1
㈹

□
公
社
新
規
賃
貸
住
宅
の
募
集

住
宅
名

小
松
川
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン

ヨ

ー
シ
ャ
「

イ
ム
小

松
川
一
丁
目

」

場
所

江
戸
川
区
小
松
川
一
丁

目
2
番

募
集
期
闡
8
月
2
0
日
～
2
9
日

募
集
戸
数
3
9
4
戸

申
込
方
法

所
定
の
往
復
バ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入

申
込
・
問
合
せ
先
都
・
住
宅
　

供
給
公
杠
募
集
セ
ン
タ
ー

(
〒
1
5
0
渋
谷
区
渋
谷
1
1
1
6
―

1
4

地
下
鉄
ビ
ル
内
　
4
0
9
2
2
6
1
)
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広
げ
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
の
輪

「区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
」受
講
生
募
集

日
時
・
会
場
・
内
容

左
表
の
と

お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
者
で
1
8
　

歳
以
上
の
方

定
員
1
0
0名
(
甲
し
込
み
多
数
の

珊
合
は
抽
遺
)

受
謂
料

無
料
(

教
材
費
は
爽
費

負
担
と
な
り
ま
す
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名

、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記

申
込
期
限
8

月
2
0日

※
体
験
談
は
公
閧
講
座
で
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
・
閥
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

弯
課
・
ス
ポ
ー
ツ
大
学
担
当
　

〒
a
予
住
1
-
4
1
1
8

8
8
2
-
―
―
―
㈹

期日・内容・会場
( いずれも梅田センターで金曜日の午後6: 30～8: 30)

〝秋
〟
の
婦
人
教
室
ご
案
内

日
時
・
会
鳩
・
内
容

は
下
表
の

と
お
り

対
象

区
内
在
庄
・
在
勳
の
婦
人

で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

申
込
力
法

往
厦
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
竜
話
番
号
、

教
窒
名
を
明
記
(
1

敵
室
1
人

1
枚
に
限
る
)

申
込
期
限
8

月
1
0日
(

申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
・
問
會
せ
先
花
畑
区
民
セ
　

ン
ター
〒
1
2
1
花
畑
4
-
1
6
1
1
3
　
　

巍
2
6
1
7

● 内容 ( 会 場は花 畑区 民センタ ー)

情 報 コ ー ナ ー

8 月 の 安 売 り デ ー

親 子 手 芸 教 室
曰時8月24日( 水) 、午後l ～4時
場所 東部区民 福祉センタ ー
内容 リ ポン ハンガ ー
対象 区内 在住の親子( 大人のみ参
加も可)

定員30 組( 60 人)
賚用6001 円
申込方法 電話または匱接窓囗へ
申込受付8 月8 日から
申込・問合せ先 東部又匣福祉セン
タ-　605 ―7101

カッパの
バッジ
発 売 中

販充価格 単品200円、5 色セット
800円
販充塲所 本庁舎・広報課・情報公
閲課およぴ中央本町庁舎の嘴報公
開課分蚕
岡合せ先 本庁舎・広報課
882―1111㈹

ゲ ート ボール
指導者養成

講 習 会

曰時9月5・6・12・13日の4日　
間、午後6時半～8時半
場所 中央本町センター体青館
対象 区内在住・在勤者で、職場ま
たは地域のクラプ等でゲートポー
ルの指導的立場にある方、および
揩導者をめぎす方( 18 歳以上)
定員S 〕名( 抽選)
費用 無料
申込方法 住厦ハガキに住所・氏名・
年齢・電話番号・講習会名を明記
申込期陂8 月20日( 必4)
申込・問合せ先 本庁舎・体育振興
係 〒120千住1- 4- 18
882- 1111㈹

区内施設めぐり
区内 の公共施設、名所をバスでめぐ
ってみませんか。
日畤8 月19日( 金)
集合場所・時 間 本庁舎( 千住) 表玄
関 前、午前8 時20 分
見字先 郷土博勧館、教青センタ ー(プ
ラネタリ ウム) 、花畑記念 庭園、見沼
代親水公園、都市農業公園、西新井

大師
定員80 名( 先着順)
費用 観光協会会員1500円、会飩外
20001円( いずれも昼食付)
※当日お支払いください。
申込方法 電話予約( 住所、氏名、電
話番号、会員・非会員の別)

受付鬨始8 月8 日から
申込・問合せ先 足立区観光點必亊務
局( 中央本町庁舎・経済課内)
880- 5191

中川処理場見学会
参 加 者 募 集
曰時9 月4 日( 日)、午後1 時
集合場所 北千住駅西口
定員100 名( 先柵順)
費用 無料
申込方法 電話予約
受忖闘始8 月6 日から
申込・問合せ先 中央本町庁舎・計
圃調整課　880 ―5221

「おさらい教室」
生 徒 募 集

基礎学力の向上をめざし、能力に
合わせて指導します。

西 保 木 間 教 室

日程毎週水・金摧日、午後2時～　
5時( 各学年とも1 睥間)

鳩所 高齡者事業団会議室
対象小学1～3年生
科目 国語・算数
専集人員 各学年若干名
費用月額3500～4500円

関 原 教 室
日程毎週火・木曙日、午後2時～　
5時( 各学年とも1 時間)

塲所 橘幼稚圜
対象・科目・募集人員・贇用 西保
木関歓室と同じ
申込・岡合せ先 いずれも高齡者亊
業団
859―2561

ボランティア講演会
受 講 者 募 集

日時8 月23日( 火)、午後1 時半
会場 勤労福祉会館第1 ホール( 縵
願ブルミエ内)
講師 柬亰大学教授・大森 彌氏
テーマ 「民間活勳のいぷき」
対霞 区内在住・在勦・在学の方
定員200名( 電話申込で先暑順>
申込・問合せ先 社会福祉協議会

888- 1550

16ミリ映写機
操作講習会受講者募集

曰畤- 8月241日～9月Hヨ( 8月27　
*28f i を除く廷ぺ7日間) 、午後6　
畤～8時半

会 鳩 梅田センターt エル・ソフ ィ
ア内)

対霞 区内 在住・ 在勤で全日 程受跼
可能な方q6 ミリ賣 格所持者を除
く)

定員42 名( 心募多 歐の場合は抽 逓)
受爾畆 無料
申 込方法l t ミ ハガ キに 住所、氏 名、
年朏、珮業( 働務先) 、電 話番号、16
ミリ講 儷会と矇I記

申 込期 廈8 月12 日( 当 日涓印有効)
申 込・問合せ喨 冰庁舎 ・文化 糧輿
儡 〒l a} 千・住I 一4- 18
882―l l l l ㈹

「グループ施設見学会」参加者募集
区内の施設をマイクロバスでご案内

します。
実施月9月～12月( 後期分5回)
見学畤間午前9時半～午後4時
見学先・エル・ソフィア、郷土溥物館。
敵青センター、花畑記念庭園、衢生
試験所、足立膺掃Tj 鳥

対象18 歳以上の健康な区民で構成す
る15人以上30人以内のグループ
申込方法 往復ハガキにグループ名、

代 賚者 名。住所、電 話番号、グルー
ブ施 設見学幺 冊望、 と明 記( 1 グル
ープ1 通に限 る)

※ 応 募者多 数の場合は抽選、 結果は後
日代表者に連絡し ます。また、見学日、
コースについ ては、代表者と打ち合わ
せて決定し ます。
申込期限8 月10日消印有効
申込・問合せ先 本庁舍・1瓦聴係
〒120 千住1- 4- 18　882- 1111 ㈹

お気軽にご利用ください

交 通事故 相 談
日時日窿日・祝日を除く毎日、午　
前9時～午後4時( 土曝日は正午)
内容 示鮫方法・棡害額積算・保険
関係など

住宅修繕等相談

住まいの増改簗などのほか、ちょ
つとした修倉でもお気軽にご利用く
ださい。区が窓囗になり、足立区住
宅相鮫センター(区内燵築業者団体)
へ、施工菓者のあっせんを依頼しま
す。
申込方法 電話
問合せ先 両相談とも本庁舎・区民
相談S　882- l l l l ㈹

第41回区民体育大会
(ソフトボール)
参 加 者 募 集

日時9 月11・18・25日。10月2 日
(雨天順延)、午前8時から

場所 千住釿橋野球場F ・G面
対象 区内在庄・在勦者で18歳以上
(学生を除く)

費用1 チー厶8C) ( XFヨ
申込方法 電話
申込期限8 月10日
※ キャプテン会鵬を9 月4 日( 日)
午前1( l玲、総合スポーツセンター大
会議室で行いますので出席してくだ
さい。
申込・間合せ先 足立区ソフトポー
ル遵顰　897- 0760 佐々木(午
後6時以降)

「ふるさと足立」の
テレホンカ ード 発売中

種類 ①水と緑シリ ーズ… 神明 水の
森 公菌 ②庶民 芸術シリ ーズ… 花
畑大鷲 神社獅子舞 ③文化財シリ
ーズ…伊豆 長八のこて絵

販充価格いずれも1枚( 50度数) 　
7001円。①～③の3枚セット( 台紙　
付) ・・・2100円

柬郵送による申し 込みは、受け付け
てい ません。
販売 窓口 囀報公閲課( 本庁舎、中
央本町庁舎)、各区民事務所( 千住
・中央本町を除く) 、郷土博物館、
総 合スポーツセンタ ー、文化会館、
産業振 輿館、 勤労徭祉会館、竹の
獵センタ ー、舎人センター、江北
センタ ー、梅田 センター( エル・
ソフィア内)

問 合せ先 本庁舎・広報係
882 ―1111㈹

S. T. I . 　235, 000


